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(元小学校教諭〈特別支援学級〉) 原田 勇

私のふる里はどこなのか、と時々考えるのです

が、私は旧国鉄（現JR北海道）深名線の朱鞠内に生
まれ、その朱鞠内周辺で小学校の大半を過ごしまし

た。朱鞠内湖はご存知のとおり戦時中日本人のタコ

部屋労働と朝鮮人・中国人に対する強制連行・労働

によって造られた人造湖です。現在までに既に200
名以上の犠牲者が判明しています。

その環境で育ったせいか、小学校教員になってか

ら現在までの30年以上「民衆史掘りおこし運動」を
ささやかながら続けています。元教育大学長の故船

山謙二氏は、「掘り起こし運動は文字通り歴史運動

ですが、同時に民衆の自己形成運動＝教育運動だと

考えています」と指摘しています。

私は定年退職を迎えるにあたって、自分は退職後

何をしようかなと考え、結果、遅まきながら自己形

成と教育関係で少しは役立つことをやりたいと大学

院（北大教育学部）に進みました。大学院では教育

臨床心理学を学び、修了後、土井さん(北海道子ども

センター事務局長)に声をかけられ教育相談員になり

ました。（昨年からは、教育大札幌校で非常勤講師

も勤めています）

－最近思うこと－

今、子どもたちは多くの問題に直面させられ、苦

悩し葛藤し解決策を模索しています。

電話相談を受けてもそのことがひしひ

しと伝わってきます。

臨床教育学を提唱している田中孝

彦氏は、精神科医ジュディス・L・
ハーマンの『心的外傷と回復』を取り

上げて､この本は「傷ついた人々を支

える援助的実践の模索に基づいて、人

間の生存・発達を支える援助の原則を提示したもの

の一つと受けとめてきました」と述べ、およそ次の

ように説いています。「『心的外傷』を負った人々

は、『無力感』に支配され、周囲の人々から理解さ

れておらず孤立していると感じて『孤立無援』にさ

いなまれながら、少しでも自分を受けとめてくれそ

うな他者を求め、他者に『しがみつく』場合がしば

しばあります。しかし、その『無力感』『孤立無

援』を同じ重さで受けとめきれる他者はめったにい

ないので、『傷』を負った人々は期待を裏切られ

て、しがみつこうとした相手を『攻撃』してしまう

ことがしばしばあります。そして、『しがみつき』

と『攻撃』の頻繁で複雑な交替を繰り返すことが多

い。（略）それは、今の日本の子どもたちに見られ

るさまざまな不安定な姿、『攻撃』と『依存』とを

複雑に交替させる姿を説明しているように読めま

す」

大変意味深い言葉だと思います。私は以上のこと

を頭に入れながら、当事者の立場からものごとを考

えて、これからも電話相談を受けていきたいと考え

ています。

どうぞよろしくお願いいたします。

当事者の立場から物事を考え

て、相談を受けていきたい

北海道子どもセンター相談員

(元小学校教諭) 那須野 郁子

退職してから８年になりました。Ｉ先生に声をか

けられ相談活動に関わるようになり、電話相談の仕

事は５年目に入ったところです。

現職中からずっと、仕事と親の介護でいっぱいい

っぱいの生活でしたから、相談活動を始めた頃は学

校以外の場所でこんなにも多くの機関や草の根の取

り組みで、子育てや教育に携わっている人たちがい

るんだと目を開かせられた思いでした。

( 現職中は、相談活動のことを詳しくは知

らなかったのです!!

相談内容は多岐にわたりますが、少し

ずつ慣れてきました。最近は、誰にも相

談できずに電話帳で探してかけてくる人

が多いです。そんなとき、相談活動の存

在意義を実感します。また、相談員や他

の機関との連係プレーで難題が解決したときなど

は、ほっとすると同時に｢子どもセンター｣の底力を

感じ、私自身が励まされる思いになります。

………………………………………………

困ったときには

“少し気が楽になるかも…”

“何かヒントが見つかるかも…”

そんな思いで電話をかけてみてください。

困ったときには
“少し気が楽になるかも…”
と電話をかけて下さい



思い起こせば、土井先生との初め

ての出会いは、2002年の夏、「日本

作文の会の全国集会と道民教集会の

共同開催」がライフォートで行われ

たときのことでした。土井先生は受

付のところにいたと思うのですが、

氏名を記入していた私に、「あなた

が大口先生ですか。子どもセンター

の土井です」と、優しく声をかけて

いただいたのを今でも覚えていま

す。

子どもセンターの役割を学んだ

北海道子どもセンターの業務内容

について、その後詳細にわたって理

解することになるのですが、当時の

私の理解はそれほどでもなく、「子

どもセンター」という響きにすぐに

反応できなく失礼をしたのではない

かと思います。

３年後の2005年から５年間、札幌

での仕事となり、「北海道子どもセ

ンター」と深く関わることになりま

した。「北海道子どもセンター」の

仕事がどのようなものであるのかを

具体的な業務を示すことで教えてく

れたのは、相談員でもあり、事務局

長でもある土井先生でした。

当時、子どもセンターは北８条東

１丁目(札幌)の富士見屋ハイツの８F
にありました。そのフロアーで、子

どもセンターの相談員と私たちで、

根室の銘酒「北の勝」を囲みながら

和やかに新年会をおこなったのも懐

かしい思い出です。

少年と妹が公衆電話から

それから間もなく子どもセンター

が移転してきたため、相談業務の様

が手に取るようにわかるようになり

ました。ある年の冬ですが、公衆電

話から子どもセンターに電話をかけ

てきた少年と妹が事務所を訪れ、児

童相談所の職員や中学校の先生も事

情を聞きに来たこともありました。

子ども達の心身を通して時代のひ

ずみが浮き彫りとなっている昨今。

子ども自身はもとより、子どもに関

わる大人、それは保護者であり、学

校の先生であり、その人達の思いや

悩みをまずは聞き取り、必要であれ

ば関係機関を紹介する。子どもセン

ターが課題を解決する最終地点では

ありませんが、課題解決をコーディ

ネートする要となっていたことは間

違いありませんでした。

先見性あった教育相談活動

そのような時代の要請に応えた子

どもセンターは、全道の教職員の支

えに依拠して2000年から今日まで１

２年余の歴史を築いてきました。そ

して、現在、「電話相談」などの取

り組みが様々な教育関係団体、教職

員組合などで始まってきていること

は、子どもセンターがすでに行って

いたことの確かさにお墨付きを与え

たものだと確信しています。早くて

も遅くても教育的に意味あること

は、支える団体や立場の別を超えて

大きく一致するところで共同するこ

とは自明のことであることは言うま

でもありませんが、この間の「教育

相談活動」の状況を鑑みても、子ど

もセンターが果たしてきた役割に先

見性があったことを改めて感じてい

る次第です。

先生の円満の人格と献身性が

その子どもセンターが発足してか

らずっと円滑に切り盛りできてきた

のも、土井先生の円満な人格と献身

性に支えられてきたものだとも感じ

ています。教育課題の最新情報を絶

えず察知し、時々に探求すべきこと

を常に把握され、洞察の深さがうか

がえました。

０５年９月に起き、１年後に全容

が発覚した「滝川のいじめ事件」の

重大さをいち早く感じ取り、「いじ

め問題」に関しての様々な学習会を

積極的に組織した先頭に立ったのも

土井先生でした。その他、土井先生

を中心とした「子どもセンター」が

企画した学習会では本当に多くのこ

とを学ばさせてもらいました。

土井先生の奥行き深いお人柄は趣

味の多さからかもと思うときがあり

ます。山歩きを始めとして、クラシ

ック音楽にも精通している土井先

生。ラグビーの選手でもあったと

か。教育のことしかわからない私に

とって、毎日更新される土井先生の

ブログを読むたびに土井先生の知見

の広さと深さに驚いています。

真贋 を見極める確かなもの

そして、時代を見通す視線には真

理と真実に基づいて真贋を見極める

確かなものがあることが、土井先生

の生き方の心棒になっていることも

感じていました。

子どもセンターの相談活動でどれ

だけ悩める子ども達や保護者、教職

員が救われたでしょう。子どもセン

ターの企画する学習会でどれだけ多

くの教育関係者が時々の教育課題を

解決するヒントを得たことでしょ

う。ひとえに土井先生の尽力による

ものでした。

いつまでもお元気で

先日、研究会が開かれた北大で久

しぶりにお会いし、短い時間でした

がお話しできました。とても元気そ

うで安心したところでした。反原発

運動等、まだまだやりたいことは山

積しているとは思いますが、お体を

ご自愛の上活動していただきたいと

いうのが率直なところです。

お酒の好きな土井先生。本来なら

ば私も札幌に出向き、酒席をもうけ

て色々話したいところですが、遠方

なためそれもかなわないのが残念で

なりません。またいつかお会いでき

一杯やれることを楽しみにしていま

す。

土井先生。これまで本当にありが

とうございました。いつまでお元気

で。

元 北海道子どもセンター事務局次長 大口 久克

土土 土 土土（北海道子どもセンター創立からの事務局長）土土土土土土土


